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「第３期中期目標期間の終了時に見込まれる業務実績に関する評価結果（案）」に係る対比表 
業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 

１ 主旨 
平成３０年４月１日に地方独立行政法人法（以下「法」とい

う。）の一部改正が施行され、業務実績評価の主体が評価委員
会から設立団体の長である知事へ変更となったことに伴い、北
海道では、法第２８条第１項の規定に基づき、地方独立行政法
人北海道立総合研究機構（以下「法人」という。）に係る第３
期中期目標期間（令和２～６年度）の終了時に見込まれる業務
実績に関する評価を、北海道地方独立行政法人評価委員会（以
下「評価委員会」という。）の意見を踏まえて実施する。 
なお、評価に当たっては、法人の基本理念の具現化を目指す

自主的・積極的な取組を評価し、法人の業務運営等の質的向上
に資することに配慮しながら、中期目標の達成に向けた法人の
各事業年度における中期計画の実施状況を調査及び分析し、業
務実績の全体について総合的に評価した。 
（なお、今回の評価結果は実績(案)に対するものであり、実績
に対する最終評価は６年度に実施する｡） 

 
２ 評価結果 
（１）全体評価 
  ①総括 

令和２年度から令和４年度の３年間の業務実施状況につ
いての確認等を行い、次の４項目に関し評価を行ったとこ
ろ、Ⅳ評価（達成状況が良好である）が２項目、Ⅲ評価（達
成状況が概ね良好である）が１項目、Ⅱ評価（達成状況が不
十分である）が１項目となり、総合的に勘案すると、概ね良
好であると認められる。 

   
 

  （略） 
 

②業務の実施状況 
 

（略） 
 
「４ その他業務運営」に関する取組において、コンプライ

アンスの徹底については、毎年度、本部通知等により、法令遵
守や不正行為の防止に取り組んだところであるが、３年間で酒
気帯び運転が１件、速度超過が１件、不正に入手したソフトウ
ェアの業務利用が１件、無断欠勤が１件発生した。今後は、コ
ンプライアンスの徹底に資する取組を繰り返し実施し、全職員
に対して法令遵守意識の徹底を図る必要がある。 

   
 
 

１ 主旨 
平成３０年４月１日に地方独立行政法人法（以下「法」とい

う。）の一部改正が施行され、業務実績評価の主体が評価委員
会から設立団体の長である知事へ変更となったことに伴い、北
海道では、法第２８条第１項の規定に基づき、地方独立行政法
人北海道立総合研究機構（以下「法人」という。）に係る第３
期中期目標期間（令和２～６年度）の終了時に見込まれる業務
実績に関する評価を、北海道地方独立行政法人評価委員会（以
下「評価委員会」という。）の意見を踏まえて実施する。 
なお、評価に当たっては、法人の基本理念の具現化を目指す

自主的・積極的な取組を評価し、法人の業務運営等の質的向上
に資することに配慮しながら、中期目標の達成に向けた法人の
各事業年度における中期計画の実施状況を調査及び分析し、業
務実績の全体について総合的に評価した。 

 
 
 
２ 評価結果 
（１）全体評価 
  ①総括 
   第３期中期目標期間のうち令和２年度から令和４年度に

おける業務実績及び中期目標期間終了時（令和６年度）にお
ける中期目標の達成見込みについての確認等を行い、次の４
項目に関し評価を行ったところ、Ⅳ評価（達成状況が良好で
ある）が２項目、Ⅲ評価（達成状況が概ね良好である）が１
項目、Ⅱ評価（達成状況が不十分である）が１項目となり、
総合的に勘案すると、概ね良好であると認められる。  

   
（略） 
 
②業務の実施状況 

   
（略） 
 
「４ その他業務運営」に関する取組において、コンプライ

アンスの徹底については、毎年度、本部通知等により、法令遵
守や不正行為の防止に取り組んだところであるが、３年間で酒
気帯び運転が１件、速度超過が１件、不正に入手したソフトウ
ェアの業務利用が１件、無断欠勤が１件発生した。管理職員に
よる職場研修の実施などにも取り組んでいるところであるが、
今後は、引き続きコンプライアンスの徹底に資する取組を繰り
返し実施し、全職員に対して法令遵守意識の徹底を図る必要が
ある。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ１ 
・削除 
 
 
 
 
Ｐ１ 
・中期目標の達成見込
みについて、令和 5 年
度道総研業務に係る
特記事項や令和 6 年度
予定についても調査・
分析を行ったため加
筆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ４ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 

資料 ５ 
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業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 
安全確保・リスク管理については、「道総研安全衛生管理規

程」、「新型コロナウイルス感染症対策業務継続計画（ＢＣＰ）」
等に基づき、職員の安全及び健康の確保を図る取組を実施する
とともに、安全管理の体制強化をはじめ、職員の安全確保・リ
スク管理に資する取組を実施しているものの、令和３年度に林
業試験場内で作業中の職員が事故により死亡するという重大
な労働災害が発生した。この労働災害を契機に組織全体で取組
を進めている安全管理体制のより一層の強化について引き続
き進めていくとともに、イベント等の開催にあたっては事故等
の発生を未然に防止し、事故・災害等の緊急時の対応策につい
ての取組を進める必要がある。 

 
 
 
情報セキュリティ管理については、情報セキュリティポリシ

ーに基づきシステム機器の安全確保を図り、個人情報及び企業
情報等の流出防止やデータの保全等、情報資産の管理を行って
いたものの、職員による不正に入手したソフトウェアの業務利
用の事実が発覚したことや、複数の外部あてにメールアドレス
が流出する事故が発生した。引き続き、情報セキュリティポリ
シーに基づき、システム機器の安全確保を図るとともに、職員
に対する研修・注意喚起を繰り返し行うことなどにより、部外
者の不正なアクセス、職員等による改ざん・漏えいを防止する
など、情報資産の管理対策に真摯に取り組む必要がある。  

 
 
 
（略） 
 

（２）項目別評価 
第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向

上に関する事項 
 
（略） 
 

  ○研究開発の推進方向 
ア 農業に関する研究推進項目（No.５～７） 
・優れた特性を有する水稲・畑作物などの品種開発と省力
安定生産技術の開発においては、「きらら 397」、「そら
ゆき」よりかなり多収で、移植後の水田でのいもち病の薬
剤防除を省略できる、中食・外食向け水稲新品種「空育 195
号」を開発し、「きらら 397」等に置き換わり生産現場で
活用が見込まれる。また、水稲栽培において育苗箱当たり
の播種量を増やして育苗期間を短縮する技術の導入で、育
苗箱数が５割以上削減され労働時間を減らせることを示

安全確保・リスク管理については、「道総研安全衛生管理規
程」、「新型コロナウイルス感染症対策業務継続計画（ＢＣＰ）」
等に基づき、職員の安全及び健康の確保を図る取組を実施する
とともに、安全管理の体制強化をはじめ、職員の安全確保・リ
スク管理に資する取組を実施しているものの、令和３年度に林
業試験場内で作業中の職員が事故により死亡するという重大
な労働災害が発生した。この労働災害を契機に、新たに「安全
管理者会議」を設置するなど、組織全体で取組を進めている安
全管理体制のより一層の強化について進めているところであ
るが、引き続き進めていくとともに、イベント等の開催にあた
っては事故等の発生を未然に防止し、事故・災害等の緊急時の
対応策についての取組を進める必要がある。 

 
 
情報セキュリティ管理については、情報セキュリティポリシ

ーに基づきシステム機器の安全確保を図り、個人情報及び企業
情報等の流出防止やデータの保全等、情報資産の管理を行って
いたものの、職員による不正に入手したソフトウェアの業務利
用の事実が発覚したことや、複数の外部あてにメールアドレス
が流出する事故が発生した。引き続き、情情報セキュリティポ
リシーに基づき、ＩＴ資産管理システムを構築し運用を開始し
ているところであり、引き続きシステム機器の安全確保を図る
とともに、職員に対する研修・注意喚起を繰り返し行うことな
どにより、部外者の不正なアクセス、職員等による改ざん・漏
えいを防止するなど、情報資産の管理対策に真摯に取り組む必
要がある。  

 
  （略） 
 
（２）項目別評価 
第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向

上に関する事項 
 
（略） 
 

  ○研究開発の推進方向 
ア 農業に関する研究推進項目（No.５～７） 
・「ななつぼし」「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」の開発
が評価され、第 77 回北海道新聞文化賞を受賞するととも
に、優れた特性を有する水稲・畑作物などの品種開発と省
力安定生産技術の開発においては、「きらら 397」、「そ
らゆき」よりかなり多収で、移植後の水田でのいもち病の 
薬剤防除を省略できる、中食・外食向け水稲新品種「そら
きらり」を開発し、「きらら 397」等に置き換わり生産現
場で活用が見込まれる。また、水稲栽培において育苗箱当

 
 
 
 
 
 
Ｐ４ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ４ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ６ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
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業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 
し、生産現場において活用されるなどの成果をあげたこと
は評価できる。 
 
 

 
（略） 

 
第４ その他業務運営に関する事項 
 
 （略） 

 
【項目別評価の主な課題、改善事項等】 
  ○コンプライアンスの徹底（NO.45） 
   ・毎年度、本部通知等により、法令遵守や不正行為の防止

に取り組んだところであるが、３年間で酒気帯び運転が１
件、速度超過が１件、不正に入手したソフトウェアの業務
利用が１件、無断欠勤が１件発生していることから、２評
定とする。今後は、コンプライアンスの徹底に資する取組
を繰り返し実施し、全職員に対して法令遵守意識の徹底を
図る必要がある。 
 
 

○安全確保・リスク管理（No.46） 
・「道総研安全衛生管理規程」、「新型コロナウイルス感
染症対策業務継続計画（ＢＣＰ）」等に基づき、職員の安
全及び健康の確保を図る取組を実施するとともに、安全管
理の体制強化をはじめ、職員の安全確保・リスク管理に資
する取組を実施しているものの、令和３年度に林業試験場
内で作業中の職員が事故により死亡するという重大な労
働災害が発生したことから、２評定とする。この労働災害
を契機に組織全体で取組を進めている安全管理体制のよ
り一層の強化について引き続き進めていくとともに、イベ
ント等の開催にあたっては事故等の発生を未然に防止し、
事故･災害等の緊急時の対応策についての取組を進める必
要がある。 
 
 

○情報セキュリティ管理（No.47） 
・情報セキュリティポリシーに基づきシステム機器の安全
確保を図り、個人情報及び企業情報等の流出防止やデータ
の保全等、情報資産の管理を行っていたものの、職員によ
る不正に入手したソフトウェアの業務利用の事実が発覚
したことや、複数の外部あてにメールアドレスが流出する
事故が発生したことから、２評定とする。引き続き、情報
セキュリティポリシーに基づき、システム機器の安全確保

たりの播種量を増やして育苗期間を短縮する技術の導入
で、育苗箱数が５割以上削減され労働時間を減らせること
を示し、生産現場において活用されるなどの成果をあげた
ことは評価できる。 

   
（略） 

 
第４ その他業務運営に関する事項 
 
 （略） 

 
【項目別評価の主な課題、改善事項等】 
  ○コンプライアンスの徹底（NO.45） 
   ・毎年度、本部通知等により、法令遵守や不正行為の防止

に取り組んだところであるが、３年間で酒気帯び運転が１
件、速度超過が１件、不正に入手したソフトウェアの業務
利用が１件、無断欠勤が１件発生していることから、２評
定とする。管理職員による職場研修の実施などにも取り組
んでいるところであるが、今後は、引き続きコンプライア
ンスの徹底に資する取組を繰り返し実施し、全職員に対し
て法令遵守意識の徹底を図る必要がある。 

 
○安全確保・リスク管理（No.46） 

   ・「道総研安全衛生管理規程」、「新型コロナウイルス感
染症対策業務継続計画（ＢＣＰ）」等に基づき、職員の安
全及び健康の確保を図る取組を実施するとともに、安全管
理の体制強化をはじめ、職員の安全確保・リスク管理に資
する取組を実施しているものの、令和３年度に林業試験場
内で作業中の職員が事故により死亡するという重大な労
働災害が発生したことから、２評定とする。この労働災害
を契機に、新たに「安全管理者会議」を設置するなど、組
織全体で取組を進めている安全管理体制のより一層の強
化について進めているところであるが、引き続き進めてい
くとともに、イベント等の開催にあたっては事故等の発生
を未然に防止し、事故･災害等の緊急時の対応策について
の取組を進める必要がある。 

 
○情報セキュリティ管理（No.47） 
・情報セキュリティポリシーに基づきシステム機器の安全
確保を図り、個人情報及び企業情報等の流出防止やデータ
の保全等、情報資産の管理を行っていたものの、職員によ
る不正に入手したソフトウェアの業務利用の事実が発覚
したことや、複数の外部あてにメールアドレスが流出する
事故が発生したことから、２評定とする。引き続き、情情
報セキュリティポリシーに基づき、ＩＴ資産管理システム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ１６ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ１６ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ１６ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
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業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 
を図るとともに、職員に対する研修・注意喚起を繰り返し
行うことなどにより、部外者の不正なアクセス、職員等に
よる改ざん・漏えいを防止するなど、情報資産の管理対策
に真摯に取り組む必要がある。 
 
 

 （略） 
 
３ 項目別詳細 
   

（略） 
 

（３）項目別評価結果 
 
  （略） 
 
 ２ 内部統制の整備 
 （１）コンプライアンスの徹底 
    中期計画の取組が順調とはいえないので、２とする。 ・

毎年度、本部通知等により、法令遵守や不正行為の防止
に取り組んだところであるが、３年間で酒気帯び運転が
１件、速度超過が１件、不正に入手したソフトウェアの
業務利用が１件、無断欠勤が１件発生した。今後は、コ
ンプライアンスの徹底に資する取組を繰り返し実施し、
全職員に対して法令遵守意識の徹底を図る必要がある。 

 
 
 

 （２）安全確保・リスク管理 
中期計画の取組が順調とはいえないので、２とする。 
・「道総研安全衛生管理規程」、「新型コロナウイルス
感染症対策業務継続計画（ＢＣＰ）」等に基づき、職員
の安全及び健康の確保を図る取組を実施するとともに、
安全管理の体制強化をはじめ、職員の安全確保・リスク
管理に資する取組を実施しているものの、令和３年度に
林業試験場内で作業中の職員が事故により死亡すると
いう重大な労働災害が発生した。この労働災害を契機に
組織全体で取組を進めている安全管理体制のより一層
の強化について引き続き進めていくとともに、イベント
等の開催にあたっては事故等の発生を未然に防止し、事
故・災害等の緊急時の対応策についての取組を進める必
要がある。 
 
 

  

を構築し運用を開始しているところであり、引き続きシス
テム機器の安全確保を図るとともに、職員に対する研修・
注意喚起を繰り返し行うことなどにより、部外者の不正な
アクセス、職員等による改ざん・漏えいを防止するなど、
情報資産の管理対策に真摯に取り組む必要がある。 

 
  （略） 
 
３ 項目別詳細 
   

（略） 
 

（３）項目別評価結果 
 
  （略） 
 
 ２ 内部統制の整備 
 （１）コンプライアンスの徹底 
    中期計画の取組が順調とはいえないので、２とする。 

・毎年度、本部通知等により、法令遵守や不正行為の防
止に取り組んだところであるが、３年間で酒気帯び運転
が１件、速度超過が１件、不正に入手したソフトウェア
の業務利用が１件、無断欠勤が１件発生した。管理職員
による職場研修の実施などにも取り組んでいるところ
であるが、今後は、引き続きコンプライアンスの徹底に
資する取組を繰り返し実施し、全職員に対して法令遵守
意識の徹底を図る必要がある 
 

 （２）安全確保・リスク管理 
中期計画の取組が順調とはいえないので、２とする。 
・「道総研安全衛生管理規程」、「新型コロナウイルス
感染症対策業務継続計画（ＢＣＰ）」等に基づき、職員
の安全及び健康の確保を図る取組を実施するとともに、
安全管理の体制強化をはじめ、職員の安全確保・リスク
管理に資する取組を実施しているものの、令和３年度に
林業試験場内で作業中の職員が事故により死亡すると
いう重大な労働災害が発生した。この労働災害を契機
に、新たに「安全管理者会議」を設置するなど、組織全
体で取組を進めている安全管理体制のより一層の強化
について進めているところであるが、引き続き進めてい
くとともに、イベント等の開催にあたっては事故等の発
生を未然に防止し、事故・災害等の緊急時の対応策につ
いての取組を進める必要がある。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ３３ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ３４ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
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業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 
（３）情報セキュリティ管理 

中期計画の取組が順調とはいえないので、２とする。 
・情報セキュリティポリシーに基づきシステム機器の安
全確保を図り、個人情報及び企業情報等の流出防止やデ
ータの保全等、情報資産の管理を行っていたものの、職
員による不正に入手したソフトウェアの業務利用の事
実が発覚したことや、複数の外部あてにメールアドレス
が流出する事故が発生した。引き続き、情報セキュリテ
ィポリシーに基づき、システム機器の安全確保を図ると
ともに、職員に対する研修・注意喚起を繰り返し行うこ
となどにより、部外者の不正なアクセス、職員等による
改ざん・漏えいを防止するなど、情報資産の管理対策に
真摯に取り組む必要がある。 
 
 

（略） 
 

４ 参考 
 
  （略） 
 
 （２）評価の実施者 
    北海道知事 

総合政策部次世代社会戦略局科学技術振興担当局長 
総合政策部次世代社会戦略局科学技術振興課長 
環境生活部環境保全局環境政策課長 
経済部産業振興局産業振興課長 
経済部資源エネルギー局資源エネルギー課長 
経済部食関連産業局食産業振興課食ブランド担当課長 
農政部生産振興局技術普及課長 
水産林務部水産局水産振興課長 
水産林務部林務局森林整備課長 
水産林務部林務局林業木材課長 
建設部住宅局建築指導課長 

 
（３）地方独立行政法人北海道立総合研究機構運営支援検討会

議の開催状況 
 

○令和５年７月１８日 令和５年度第１回検討会議 
             ・令和４年度及び第３期中期目標期

間の終了時に見込まれる業務実績
に係る評価方法等について 

○令和５年７月２７日 令和５年度第２回検討会議 
・令和４年度及び第３期中期目標期
間の終了時に見込まれる業務実績

 （３）情報セキュリティ管理 
中期計画の取組が順調とはいえないので、２とする。 
・情報セキュリティポリシーに基づきシステム機器の安
全確保を図り、個人情報及び企業情報等の流出防止やデ
ータの保全等、情報資産の管理を行っていたものの、職
員による不正に入手したソフトウェアの業務利用の事
実が発覚したことや、複数の外部あてにメールアドレス
が流出する事故が発生した。引き続き、情報セキュリテ
ィポリシーに基づき、ＩＴ資産管理システムを構築し運
用を開始しているところであり、引き続きシステム機器
の安全確保を図るとともに、職員に対する研修・注意喚
起を繰り返し行うことなどにより、部外者の不正なアク
セス、職員等による改ざん・漏えいを防止するなど、情
報資産の管理対策に真摯に取り組む必要がある。 

 
  （略） 

 
４ 参考 
 
  （略） 
 
 （２）評価の実施者 
    北海道知事 

総合政策部次世代社会戦略局科学技術振興担当局長 
総合政策部次世代社会戦略局科学技術振興課長 
環境生活部環境保全局環境政策課長 
経済部産業振興局産業振興課長 
経済部資源エネルギー局資源エネルギー課長 
経済部食関連産業局食産業振興課長 
農政部生産振興局技術普及課長 
水産林務部森林海洋環境局成長産業課長 
水産林務部林務局森林整備課長 
水産林務部林務局林業木材課長 
建設部住宅局建築指導課長 

 
（３）地方独立行政法人北海道立総合研究機構運営支援検討会

議の開催状況 
 

○令和５年７月１８日 令和５年度第１回検討会議 
             ・令和４年度及び第３期中期目標期

間の終了時に見込まれる業務実績
に係る評価方法等について 

○令和５年７月２７日 令和５年度第２回検討会議 
・令和４年度及び第３期中期目標期
間の終了時に見込まれる業務実績

 
 
 
 
 
 
 
Ｐ３４ 
・令和５年度実績を反
映した追加修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ３９ 
・組織変更による修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6 

 

業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 
報告書等に係る道総研へのヒアリ
ング 

○令和５年８月１０日～１８日 令和５年度第３回検討会
議（書面開催） 
・令和４年度道総研の業務実績に関
する評価結果（案）の審議・決定 

  ○令和５年９月１５日 令和５年度第４回検討会議 
             ・第３期中期目標期間の終了時に見

込まれる業務実績（案）に関する評
価結果（案）及び第３期中期目標期
間の終了時の検討について（素案）
の審議・決定 

   
 
 
 
 
  （略） 
 
（５）北海道地方独立行政法人評価委員会・試験研究部会の開催

状況 
○令和５年４月２６日 令和５年度第 1 回評価委員会・第１

回試験研究部会 
・評価委員会委員長及び副委員長の
選任 
・試験研究部会委員の指名 
・試験研究部会長の選任、部会長代
理の指名 
・地方独立行政法人北海道立総合研
究機構評価基本方針、中期目標期間
評価実施要領及び中期目標期間見
込評価実施要領の改正(報告) 

○令和５年７月２７日 令和５年度第２回試験研究部会 
・研究成果プレゼンテーション 
・令和４年度及び第３期中期目標期
間の終了時に見込まれる業務実績
報告書等に係る道総研へのヒアリ
ング 

○令和５年８月 ４日 令和５年度第３回試験研究部会 
・令和４年度道総研の業務実績に関
する評価結果（案）及び第３期中期
目標期間の終了時に見込まれる業
務実績（案）に関する評価結果（案）
に対する評価委員会意見の審議・決
定 

報告書等に係る道総研へのヒアリ
ング 

○令和５年８月１０日～１８日 令和５年度第３回検討会
議（書面開催） 
・令和４年度道総研の業務実績に関
する評価結果（案）の審議・決定 

  ○令和５年９月１５日 令和５年度第４回検討会議 
             ・第３期中期目標期間の終了時に見

込まれる業務実績（案）に関する評
価結果（案）及び第３期中期目標期
間の終了時の検討について（素案）
の審議・決定 

  ○令和６年４月２４日 令和６年度第１回検討会議 
             ・第３期中期目標期間の終了時に見

込まれる業務実績に関する評価結
果(案)の審議 

 
  （略） 
 
（５）北海道地方独立行政法人評価委員会・試験研究部会の開催

状況 
○令和５年４月２６日 令和５年度第 1 回評価委員会・第１

回試験研究部会 
・評価委員会委員長及び副委員長の
選任 
・試験研究部会委員の指名 
・試験研究部会長の選任、部会長代
理の指名 
・地方独立行政法人北海道立総合研
究機構評価基本方針、中期目標期間
評価実施要領及び中期目標期間見
込評価実施要領の改正(報告) 

○令和５年７月２７日 令和５年度第２回試験研究部会 
・研究成果プレゼンテーション 
・令和４年度及び第３期中期目標期
間の終了時に見込まれる業務実績
報告書等に係る道総研へのヒアリ
ング 

○令和５年８月 ４日 令和５年度第３回試験研究部会 
・令和４年度道総研の業務実績に関
する評価結果（案）及び第３期中期
目標期間の終了時に見込まれる業
務実績（案）に関する評価結果（案）
に対する評価委員会意見の審議・決
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ３９ 
・令和６年度実施分に
ついて追加 
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業務実績（案）に関する評価結果（令和 5 年 9 月） 業務実績に関する評価結果（案）（令和 6 年 4 月） 修正理由 
○令和５年８月２８日 令和５年度第２回評価委員会 

・令和４年度道総研の業務実績に関
する評価結果（案）に対する評価委
員会意見の報告 

   
 
 
 
 
 
 

  （略） 
 
５ 職員の状況（令和４年４月１日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○令和５年８月２８日 令和５年度第２回評価委員会 
・令和４年度道総研の業務実績に関
する評価結果（案）に対する評価委
員会意見の報告 

  ○令和６年４月２３日 令和６年度第１回試験研究部会 
・第３期中期目標期間の終了時に見
込まれる業務実績に関する評価結
果（案）に対する評価 委員会意見
の審議・決定 

 
 
  （略） 

５ 職員の状況（令和５年６月１日現在） 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
Ｐ４０ 
・令和６年度実施分に
ついて追加 
 
 
 
 
 
 
Ｐ４１ 
・時点修正 

 


